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法
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治
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近
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部
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掌校
敦
脅
局
長日

高
餓
四郎
氏
は
、
配煮
の

問
に
次
のこ
と
く答
え
た

田
轡

学生
の
政
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よ
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噂
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膏
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治
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れ
は
基
本

践に
ふ
れ
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ど
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潴
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れ
る
コ
〆
〃
り
ー
ト
製
の
白

入
な
胸
体
、
ポ
ノ
カ
リ
ロ
を
開
け
た
蹟

径

二厨
孚
の
吹
出
口
、
複
難
な
で
ん
ひ

ん
装
蹟
、
八
勇
0
馬
力
の
モ
ー
タ
ー
が

う
な
り
を
あ
げ
、

一
分
九
白
回
の
速
度

ぴ
回
翰
を
照
め
る
と
、
六
枚
朋
の
プ

ロ

ペ
ラ
は
風
速
パ
ト

q
ル
の
人
[
ム日
風
征

ま
き
起
ず

し
カ
も
隙
災

等
の

κ

め
堀
在
わ
が
園
r
残
湾
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西
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ら
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廿
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司
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憾
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簾
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齢
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鐸
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右
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る
、
な
お
掌食
も
建
設
甲
で
あ
る

が
、
普
日の
こ
～
歯完
瑚
し
たも
の
は

朗
待
ぐ
きな
い
し
酷食
人
鹸
もは
る
か

に
少
なく
な
螢と
思わ
れ
る

毛
威
予定
は
四
月夫
の
予
簿ご
あ
る

が
、
なお
「
i
四年
度
予
算が
幾
得

出
聚た
ら増
築
しカ
い
r技偽
誤
で

は
醐
つて
い
る

嚥
蟹
鎌
慰
攣

誘
薬
紮
酷
瀧
蟹

r
み

⇔
読
も
あ
る
カ
、
交
部
篁

は
言

通
り
の
「右
」.
生
授
享
剰
不
変
の
原
則

に
か
え
つ
た
こ
」
に
オ
窪
ぬ

`
翻
ゴ

一

い
る

【掌生
禦
は授
藁
料
と
交換
に

束
入
⊂は
過
日
の掌
部
長会
諸

せ
r
∂⊃
新
入宅
に
入
学金
四

耐期
授
箋
料
}八〇
〇
円
を納

れば
掌
生
証
をも
ら
え
な
いこ

う
た、
こ
れ
は、
は
じ
めて
の

み
授
藥
料
な相
M
好
威績
に

わ
る免
込
e、
す
一
に
会計
課

係
には
新
入生
が⊃
め
かけ

齢

癖
馨に

葬
合うな げ

大
学
に
三
改
革

ウ
ォ
ル
タ
ー
博
士
談

渉
外
冒
の
撃
表
に
β
る
～
一
月
卜
旬
以

坐
靭
蔵
令
部
民
聞
惰
報
教
甫
闘
鯵
問

し

し
で
架
朝
中
の
く
國

、
ノ
/
r
ア
イ
人

掌
総
長
レ
イ
モ
ノ
ド

・
ウ
ォ
ル
友
r
博

士
は

一
日
新
掌
較
教
角
法

硝〇
四
月
か
ら

施
行
彗
才
、
日
本
の
入
望
擁
営
に
つ
き

一耳
牽

醒

多
け
る

ず∫
○

。俗間

噂

禽誘

・
毅
)

の 一 会

一膏英会一
}

新
規
探
用
は
絶
望

四
月
分
は
廿
旦
阿
後
に

メ
目
本
肴英
虞
の
本年
匿
の予

算
は
、当
初
立
累
され
た
四
卜

八
億
より
つ
い
に
八億
九
千万

円
に
けづ
ら
れ
てし
ま
⊃
た、

こ
の
予算
で
は
新規
猷
用
は全

閣
C僅
か
一
あ
○名
樫
度
にず

合
く
六
分
お
「
才
戸
い

ノ
か
「
O
目
制

後
に
は
到
謬
ず
る
兄
込
e
あ
る

}

互
に
助
け
合
つ
て

寺
躍摩
犀醸
長
麟

こ
れに
つ
h
r
㎡尾
厚生
課
爵
は
つぎ

のご
と
く
謂
⊃た

新
規
株
用
かだ
め
た
r9わ
ま
凋任

[
】O
O
円も
ら
つご
い
る
雷
か百

四寒

痩

繋

嬬
超

は皐
人孜わ琴
ご
にな〇二

吏

瑚
彊
は

「
箪
に
貸
輿
さ
れ
て
い

ス
∠
、
目
隣」
、
下
宿
の
別
丞

は
珀

㎡

去
に

仏
⊃
ぐ
ち
か
い
が
出
粛

⇔
の

邸
こ
の
陽
f
分
考
瞼
さ
る
へ
き
ご
あ

一

、
、
ど
の
濯
界
は

ノ嬰
貞
漁
会
長
に

も
ー

ノ具
串

し
κ

ー
、
窯
理
r
努
力

ず
る
つ
も
り
囁
あ
O

新
編
集
置
募
集

索
都
六
掌
新
入学
生
Q
凪科、
融

認
午
仔自
む
)σ
軸
聞
論
爆に
翼

味
ζ
蝋竜
を
有ず
る
方
よ
o、
去

の
要
實に
8
り本
紙
編
耶髄
着
F
事

名
毒
恥
し
戻ず

　、
願
薔
農
付四
月
卜
八日
8
り

廿
ハ日
ま
ご
(鮪
鵡
田祇
は
本

砒
r
て
用
意)

作
交
捉
出
〔串
必
期問
中
)

題
「東
都
の剛
象
」掌
数
四
百

㍉
.繰
鞭
輔
購
塑

づり

査
委
の
福
階

,,輿
体
箏

。

案
に
わ
れわ
れ
は深
、な
曙倶
威

電
な
瞥
戒の
必
娑を
Kず
o

「、
査
問的
猛
格
κも
、機
関
が凋
人

の
思
想、
f
側
を調
査
し
告
白
乞彊

響
ゲ
⇔
う
ほこ
しが
あ
れ
ばそ
れ

は
中
世
鮒
卸螢
へ
の里
蟹

あ
る

一、
槽
想的
團由
に
対し
て
何
ら
かの

制
限
が加
え
わ
れ
ゐな
ら
ば
それ
は

自
田
に
対ず
る
制陰
が
原
則
的
r許

ξ
れ
⇔こ
と
に
舷
⇔共
塵
牛
疑
のこ

～
さ
特覆
の
思
想
に対
ず
る
抑B
な

へ

塗
には
}切
の
思
想的
自
由
の停
殺

r
京
ζ棄
ら
な
け孝
ぱ
な
りな
い

一、
か
つで
の
思
想醐
圧
の
いま
わ
し

し
い票
態
を
陥
止ず
⇔こ
こ
がぴ
響

ゆ駅
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世
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ド
/
ソ人
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ゲ
てテ
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読
む
やう
ζ
、
円本
人
Gー

ワ読

む
＼きも
の
は
誰字
刀。
解
一
τ鵬
外
Cあ
ら
う。
明
治

ー來
置閉
掌
軸
の坦
罪
に
於⊂
輿
γ
健
天と
材
蚕
へ湾
も

の
Gして
㌶
一に挙
く
へ
きも
の
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臨
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あ
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ふ

申
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殺
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一

暴

場
抽酬
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田跳
藝
蹴
習

新
科

に
お
いr
も
脚
瞭補
吻

」も
に、
妹
賓
導
入に

よ
る学
園
の憤
民
地
化
にと
も
な
し、

学生
の
進
歩的
グ
ル
ープ
に
対
ず
る鎚

圧獲

謁
婁

す
る、
六
三
廟
旦

題に
関
し
」は
敬
甫
内容
の
低
下
を防

く
べく
一大
國
民
単
動を
展
開
ず
O、

師鋤
.
は
数甫
職
鮨
兎許
法
に
よ
⊃
て

膨職
を
た
ぐ
に学
些
の
目治
括
勤
を鎖

圧
ぜん
と
ダ5
政
府
の意
図
に
対し
て

反
対
を
ず
O
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さ
ら
に労
働
飯
戯薄
、
教
昌、
研
究
の

慮
機
等
の共
通
目的
の
㍗
め
厳
＼共
同

職
線
をめ
く
ら
ず
め
、
数授
、
交
佑

人
、地
域
亀
年
興
労
危
蒔
年部
ぐ職

線
を
統
一せ
よ
r各
委
曲
∂り
力
説、

と
く
に砒
会
敢
淘法
の
馳
行
r
σり
地

域
湾年
團
の
ノ
〆
ッ
、身
佑防
止
が
粥

く
要響

れ
え

京大経簾
麟
麟
懸
へ構

積
改
授
か§
賃
長
とな
り
(イ
)経
済
一

購轟
灘
鵬

瓢

 
資
潤
を
纂
めて
若
い研
究
生
舗君
r
よ
「へ

つて
整
岬
され
つ
つあ
り
、
特
衆榔
濱
一

調
査
所
の設
闘
の
基礎
仔
,くら
ん
～
「学
塗
7
刀バ
.
ト
ピ
ド
い

文響

と
の意
見
力
対立
し
て

東人
徳
済
掌剖
邸
は
今
隻

「好
会
Gの
連舎
嗣
賀
会と
し
⊂

響

毒

響
む
か久
二
羅

会
を
も
薄

+
日に
・

　

五月
廿
八
日
αり
一円間
嬬

↑週
年
記
玄睨
賀
式
では

大
な
記
念
竹事
乞
尺りひ
ろ

表膨
も
行
われ
る

ぎ
ない
、
一六
〇
〇
円
の授
粟
料
を
躍

葱

れ
籍

れ
て
ゆ
く
アル
バ
イ・

の
口を
駅
めね
は
感
ら
ぬ新
入
生
にと

つノ
穴胃
な痛
汗
ご
あ
る、
梨大
厚隼

課3
調
査
甲
の卸
ハ蝉
の南
英
黄
金希

望
嶺は
約
ハ0
%
に
のぼ
つて
い
る

んお
四
月分
の
肖
英
黄
金は
予
算
の都

入
こ
め
ん

交
部
、
労
働
歩
み
寄
る

ー

非
日
委
に
反
対

学
界
知
名
人
廿
九
立
つ

L
(2)
無
臼
の
職
藁紹
く
ご大
学

非
目活
動
委煽
会
の
謹
暇か
石
聞
の晶

高
蝉
卒
勢後
六
カ
月を
限
つ
で験
旋
ず
題
にヒ
り
思
想例
庄
の可
配
牲
∂偲
え

る件
は
崩
間
の
制
限
を
撒
廃
ノ
のこ
ら
れ
て
い
5時
、
自
由ヰ
義
喬
を椚
袴

」
に
話合
か
,
いた
が
、
監
督
の間
ず
る
江
溜
明
氏b
宰
界そ
の
他、
一十

題
(臨
輪晶
に
交
部省
の承
認
を求
め
九
名
の
知名
の士
が
一月
廿
八
日屠
を

る件
)
は労
働
省
か譲
渉
しな
いの
ご
も
つ
.
六
ケ修
に
わ
プ
◇長
文
の
「非

末解伊戸あ
。

轟

鱗

議

融輩

靴
蕊
い
,
い
O
か
、
こ
れ
は
こ
わ
ら
宏

只
人
暦
よ
り
苫
月
即
旬
よ
り
数
匿
の
会

へ.
r
お
い
ご
旗

酌
を
寵
ね
た
結
暴
、
條

ダ
を
起
勢
発
表
し
た
も
の
ぐ
そ
の
騨
旨

お
a
び
讐
名
誉
氏
名
は

ム

の
廟
り
ご

あ
る

弼
明

(卿
旨
)

一、

銘
臼
委
の
構
想
の

.端
を
叫
院
考

共
同
戦
線
の
統
一
結
成
あ
促
進

教
菌
防
衛
週
間
を

次
ご
、坐
鉢
躍
が函
力
ら
～う
す
る
?

そ
の時
に
は
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の
情
況
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じ
ζ

放
膚防
醐
の
加
論
を喚
起
し、
そ
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法
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に賛
欧
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ボ
イ
ーソ
ー運

し
て
い
る
、覗
演
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翻
田
敢授
か
萎

員
長
と
なり
適
当
な
灘師
を
物
色甲
で

}動
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起ず
こ

ζ、
者月
一日酬
後
に
各
あ
る
、
岡時
に
退
良教
授
篶
を
かこ
ん

地
C
敦
甫防
備
週間
を
催
ず
こと
、
傍
で
ロ
ぴ
　
　を
へ
ざら
に
ぴ
　
は
む

麗
難

嚢
され藩
蝿
灘

灘
な
つて
いた
が
、
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就

勘
行
政
が
介ス
す
0
のは
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こ
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し
た
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)
癩
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介
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京
都
大
学
入
学
者

弥
、か
っ
た
わ
れ
わ
れ
の
過
去
を
顧
る

r
書
、
こ
の
よ
汽
.な
兆
候
を
獣
観
ず

一

る
こ

く
は
許
さ
れ
な
い

一

販
塚
褥
二
、
鵜
飼
儒
成
、
小
口
僅

】、

大
淘
内

一
男
、
大
蹴
久
男
、
川
駐
武
宣

蔚
億
文
礁
、
桑
原
武
天
、
頭
松
唆
明
、

臨
辰
薩
、
甜,
双
畿
太
郎
、
鍬
村
猛
、
ま

一
川
傅
、
田
畑
碗

二
郎
、
高
桑
糾
天
、
轟

駐
善
哉
、
蔦
僑
幸
八
郎
、
江
溜
明
、
難

崎
斎
、
甲
野
好
夫
、
仁
二
田
降
、
古
臨

敏
雄
、
本
田
講
代
治
、
貰
下
僑

曲
、
丸

田
箆
男
、
南
簿
、
村
川
堅
太
郎
、
森
有

正
、
渡
辺

一夫

な
お
こ
れ
に
呼
晒
し
各
期
ご
ヤ
各
組
綴

團
f

Z
自
じ
て
、
思
想
擁
頴
蓮
勤
が
活

溌
に
お
こ
ろ
う
と
し
て
い
る

=策六厚生女学部踏

民
主
化
題
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報
復
か

進
渉

藁

へ
跨
骨
双

部

(酋
謳
踊

髪
厭
戯
麗
)

は
ヘ
ァ年
匿
卒

に
つ
い
'」
四
月
}

用
=
1
一
名
、
不
擬
用
十
㎜一名
と
発
轟

{
し

」が
、
不
徐
用
の
理
田
が
汽
鮮
明
O

し
か
も
そ
の
大
部
分
が
仕
掌
秘
自
治
会

や
職
翻
c
摺
畿
に
勒
い
た
も
の
こ
あ
る

同
部
は
、
今
衷

⊆
「
q
徒
」

か
「
履

}

尉
」
か

G
い
つ
た
あ
い
嶺
い
な
俘
在

で
、
卒
箋
雷
に
は
畿
務
軍
敵

か
附
さ

れ
、

一
鱒
京
大
病
院
に
揃
猫
ず
る
こ

と
r
な
,
く
い
た
カ
、
今
年
麿
卒
築

a
♂
り

「
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健
」
と
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義
務
琢
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鍵
衡
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九
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ぽ
大

附
属
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廊
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嶺
}
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一
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衡
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結
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績
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な
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れ
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、
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な
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搬
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雛
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暫
墜
蹴
鍵
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な
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買
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」
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」
」
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憲
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C
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搬
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を
ふ

に
」
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磯
用
ず

る
こ
と
は
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だ

ろ
う
、
病
院

こ
し
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は
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働
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豪
め
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い
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厚
隼
女
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蒼
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ず
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婦
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四
名
を
、蛮
用
ピ

決定
し
た

第
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生
友
蝉剛
卒
栗
q
〕i
ハ名
の

うち
島
田
交
チ
(陀
)
ざ
ん
り
学四名
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日
榮
大病
院
に
毯
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な
い
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の
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に咳け
、
こ
の5
ろの
江名
は

昨
牛欝
戸蓉寮
(晴
顎女
ウ
部
の
寮)

民峯
化
霜
動
⑩
仏び
病
院
の
イ
蔦樋

発
渾
勤
の
リー
タ

獲
あ
り
、ト
一

[名
が
民
束
胃
牢
同
盟
に
入

,
r
い
仰
こ

と

か
ら
こ
ん
ど
の
頻
麗
は
即
節
の
累
隣

の
報
復
へ
あ
ρ
r
し

庄

聾

＼病
院

長
、
各
医
膵

な
と
に

」謡

d
唄
1
こ
む

こ
と

、
獄
つ
π

ヲワヨk暢:
串ンイ 驚
田大阪 黒費元

菊地
院
長は
〔自
鱈涯働
や
共
犀覧
員

だ
か
ら

」と
い
う
のe
は
な
いと
圭

栂
し
て
い
る、
職
絹
代表
の
訪
ぐほ
外

部
か
ら
揆
田試
験
寿う
け
に
孫た
五
名

の羊
謹
哺
を見
た
と
もい
つ
て
いる
、

爪襟
用
香
の
「人
疇禽
異

さん
は
次

の
ご
と
く謂
つ
た

「紳
P
の7
護
踊
員件
ば
、決
し
ノ
乙

女
の
賊優
と
済
ま
それ
ない
、
今
瓢

た
ちが
欄
か
れこ
、
俸撫贋
.qれ
た

状
頓
のな
か
ぐ溜
極
飽
r反
抗
し
た

 繋
鞭
鱒
ザ綱矯
婆

驚
熱
鯉
数
購
嚢

【と
」
あ

い
掌
生
島
治
会
や
豪
た
加
朋
を
ゆ
⇔
さ

な
い
掌
校
力
大
分
"
く
さ
ん
あ
O
ら
し

い

▼
全
≠
連
の
藷
脳
部

(
～
)
ご
は

一
「蕾
識
の
低
い
」
こ

G
や
「
掌
棲
の
不

当
弛
圧
」
で
あ
る
と
い
う

カ
、

一方
凸

校
側
で
は
あ
れ
は

「全
宣
蓬
」
ご
な
く

「全
露
共
」
こ
の
わ
≠

9
ほ
と
σ
共
産

党
の
竃
鰐
機
関
ご
あ
り
ン
う
い
う

「
か

た
よ
つ
た
」
層
想
を
も
つ
た
掌
生
運
動

は
い
け
楓
い
と
い
ら
、

r
も
か
く
全
写

連
は
日
本
の
全
.「生

を
つ
、
み
き
論
も

の
8
な
け
"
ば
な
b
ぬ

▼
若
い
良

如

的
な
わ
れ
く

の
世
代
の
も
の
ご
あ
れ

は
、
誰
だ
つ
で
歴
愛
に
詣
を
両
け
て
拶

も
う
と
ま
し
ご
い
な

、
だ
ろ
う
、
あ
る

番
ま
走
り
、
あ
る
看
は
歩
き
、
あ
る
看

は
比
つ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
こ

ろ
が
目
分
か
走
つ
て
い
る
～
と
も
ず
れ

は
ず

べ
て
の
人
に
走
る
よ
う
に
お
し
っ

け
疋
く
汁
○
も
の
で
あ
Q
、
し
か
し
人

間
刀
撰
、
ぞ
う

「
率
に
ま
ゆ
か
な
い

▼
全
掌

μ
も
革
命
演
動
の
先
端
に
立

つ

の
も
麓
購
邸
恥
る
が
、
掌
昌
大
雛
4
六

「

分
う
し
ろ
に
あ
る
り
し

、
、
も
り
沢
山

の
ス
ロ
ー
ガ

ノ

見
で
掌
与
は
何
と
考

え

ー
い

4
ろ
⊃

、鷲
識
力
伽

」
ご

♂

べ
て
を

顕
け
O
の
ま
圃
隊

あ
る

▼
も
つ
〆
醸
の
雄
い
研
聾
的
."も
の
に

ず
れ
ー
交
齢
.臼
の
役

入
が

「
部

掌
生

な
ル
/
「

90つ
に
も
轟
え

.
く

・
卿

i

惜
躰
渾
動
も
全

ワ

凸
連

こ
い
う

よ

し

ろ
な
人
湾
な
想

麗

緬
力
出
巫
ー
非

常
に
結
粥
な
ご

カ
、
こ
の
組
織
に
加
盟
し
な
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叩
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「罪
ε
罰
」の
法
理

一罰
百
戒
主
義
の
前
近
代
性

刑
融
恥
件
の裁
判
を見
掌
に
行
つた

人は
、
論囲融
が求
刑ず
る時
に
、た
い

て
い犯
騨
人
の性
格
か
肚会
的
に肖
瞼

であ
る
と
いう
理
由
と
、
一罰
百戒
主

践
の原
則
を
般鋤
と
して
醒
い
刑を
尿

め
るの
を
聞
いた
こ
とで
あ
ろう
。
穣

耶
にと
つ
ては
一即
百戒
圭
義
とか
、

性
格
の旭
瞼
性が
廻
い
刑劇
を
駅
める

根
幽
とな
つて
い
る
の
であ
る
。
この

=
罰
百
戒
壬罰
」
と
「性
絡
の危
瞼

駐
、
ある
い
は反
肚
会
的性
格
」と
い

う
も
のに
っ
いて
、
特
に今
同
は前
看

の
一罰百
戒
完
麟に
つ
いて
勇
えて
み

よぢ
。ζ

の
}闘
薗
戒圭
編
で
ある
が
、
こ

れ
は
、な
に
も
むず
か
し
い理
諭
に
立

つ
も
ので
な
く
宰に
も
発覚
し
た
一人

の
犯
羅人
に
嚴酬
を
躁
し、
他
の
百人

の
人
を々
厳
曝し
、
多
く
の他
の
人
遵

が
廻
羅に
出
る
こと
を
防
止し
て
、
敢

会
を
守ろ
う
と
いう
主
國
であ
る
〇
一

寸
灘
味が
篶
う
かも
し
れ
ぬが
「泣
い

て
潟
しよ
く
を
切る
」
な
どと
い
う
鷺

翼
と
大圃
小
異
の
罵昧
だ
ろう
。
こ
の

「泣
いて
馬
し
よく
を
切
る」
と
い
う

諏鷲
が、
古
奥
的な
物
語
であ
り
、
古

典
飽
な蔽
識
と
して
崩
いら
れ
る
と
同

檬
・
}罰
百
戒
キ
義も
、
刑法
上
か
な

り
己
く
さ
い
思
想
で
あ
る
点
に
お
い

て
、
岡嶺
は
似
通
つて
い
る。
「
}罰

百
紋
主
養」
は
刑法
理
説
、刑
法
恩
想

上
、
「般
予
防
圭
轟と
か
旧威
嚇
刑
圭

畿
と
呼
ばれ
て
いる
も
の
と大
体
一致

す
る
。

元
聚
か
」る
刑
法遡
舗
ず
なわ
ち
地

罰の
存
在理
由
と
か目
的
が
やか
寂
し

く
舗
じ
られ
出
し
たの
は
、
}股
の
科

掌が
紳
掌
の奴
僕
の農

を
睨却
し
嬢

むた
の
と時
期
を
同じ
く
し
・近
代
市

民杜
会
(賢
本
宅
蔑的
空
函
方法
)
の

猪遡
に
つれ
て
近代
的
形
態
で、
理
諭

ずけ
さ
れて
き
た
ので
あ
つ
た。
と
い

うの
は
、
刑即
は
個人
の
名
誉
や財
西

のみ
な
らず
自
由
・生
命
ま
ご
をう
ば

うよ
う
な、
關
家
福ガ
に
よ
つて
加
え

られ
る
大
3な
不
利盆
な
の
であ
る
か

らし
双
圓
罎
擢
力
ム
男
の
窯
と

な
る國
罠
にと
つ
ては
、
な
かく

の

大
間
闘
であ
る。
特
にそ
れ
が、
封
躍

國譲
の
よう
に
♪
國疑
観
力
の担
い
手

が
身分
的な
特
榴
麿ー1封
翅
頸
茅、
上

港
侶
、大
地
主
等
に限
冠
せら
れ
て

い
る時代
にお
い
て、
新
し
い生
塵
力

を
頁
と
はず
る
が、
未
だ
確固
た
る

政
浦的
権力
を
孚
にし
な
い
恐
翼費
奉

家噌
縦
にと
つて
は、
國
家
楢
刀の
窮

分鮒
恣
慧
から
自
己
を防
ぐ
こと
こ
そ

一大
関
心亀
ご
あ
つた
に
遼
いな
い
o

これ
は
鼠
にキ
観
的
に自
己
の財
産
や 宮

内

裕

宇命
に
対ず
る蔵
味は
か
の
でな
く
、

封翅
的
暢
塵方
法
を
鋭本
搬
的
皆蔭
方

法
の凝
済
体制
飽
桐
克
に由
來
し、
責

本
主
義
的
庶済
体
制
を固
竃
化せ
ん
と

ず
る
政
治
飽幽
畢
に
当
つて
は
、階
級

的
な
唄
心
瓢ご
あ
つた
o
こ
の
よう
な

一旧
制
度
鮒描
力
と
、
封本
炎
鮒
蚊据
盤

爵
圓
争
が、
偲
統
(紳話
)
と
理監
、

【君
描
岬
授と
國
尿
、
融会
契
約、
身
分

と
欄
我
、
とい
つ
た綴
汝の
イ
デ
オ
ロ

ギ
イ的
対
決と
な
つ
てあ
ら
わ
れた
の

一で
ある
・
遷

個
我・
黎

契約
と

一い
うも

ひ
つ震

う
こ
のよ
差
賢

本
家的
比ま
方法
を
蔦礎
と
し
た
.質

本
圭農
飽
意
膳
の瑠
舗
的説
明
以
外
の

何
物で
も
な
か
つ定
。

質本
峯
儲
國家
に
あ
つて
は
、
燭般

の
愚醒

蒙
主麟
的
思潮
に
対
瀬し

一て
、國
療
慮
想、
法
思
遡
,法
遺
臓さ

ら
には
そ
れ
の客
蜆
化だ
る法
秩
序も

等
しく
上
の
よう
な
性
格
の異
体
化で

あ
つた
。
國
尿
や肚
会
自俸
が
勺
本
等

な
個人
の
自
由な
契
約
に
その
発
端を

持
つと
説
か
れた
御
成
の上
に
立
では

四
家棍
力
は
個
人の
溜
思
に
のみ
依存

國家
と
いう
制
匿
の
本質
で
あ
る罰

力
、と
く
に
刑罰
的
な
羅
力聞
刑
鞘権

力
に
か嵐
さ
れた
く
つ
わ
が刑
法
eあ

り
、
これ
の
理
翻形
態
が
削刑
法
寿
圭

護
で
あ
つた
。
どう
い
う
行爾
(犯罪
)

に
対
して
、
國
駅的
刑
前
が
が発
動ず

る
か
を
騨元
す
る
のが
用
俵
の目
飽
の

「つ
であ
る
。
かく
恥
醐
に
輝定
せ
ら

れ
た
法
律に
し
た
が
つて
の
み刑
剛
楢

一力
は
発
摯
る
こ
と
が暴

、刑
期

類と
重
さは
犯
罪
とな
⇔ぺ
き行
爲
と

と
も
に
明確
に
竃
めら
れ
ね
ばな
らぬ

この
罪
刑法
足
圭
編
の要
樋
の
下で
は

國尿
刑
瀞権
も
、
そ
の塾
π看で
あ
る

裁
列所
も心蓼
ユな
塗観
の
支
配
下に
立

つて
、
法
錯を
認
る
(馨

院ひ磯Y

「09
属コ騨堅)
口
にず
ぎ
な
くな
る
o

この
立
場か
ら
批
劉の
対
象
とな
つ

た
のが
、旧
威
嚇
刑圭
覇
、
あ
るい
わ

一罰
百
戒
キ義
で
あ
つた
。
刑
法
の伴

在
理由
の
}っは
、確
か
に
犯騨
の兎

服
、犯
罪
の防
匡
に
ある
。
こ
の目
的

のた
め
に
嚴酬
を
予
出P
レ、
処
罰
の場

倉は
そ
の
惨酷
な
刑
の執
行
を
公開
し

て、
人
聞
の恐
怖
感
惰
を利
用
して
、

犯罪
発
生
を
防止
せ
んと
す
る
のが
「

般
の傾
圓
とな
る
o
こ
の効
果
のた
め

には
、
刑
闘が
腿
く
て、
理
陪
であ
れ

ば
あ
る
翻
、都
含
が
良
-い
こ
と
にな

る
。し
か
も
科刑
の
宅偽
で
あ
る
國家

描ガ
は
b
身分
的
な
特
樹鱒
が
梱
占し

も
肝
さ
れ
ぬ
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ヒ
ユ
ー
マ
一一ズ

ム
と

い
⊃
た
観
点
か
ら
、
叉
法
治
國
、

デ
モク
ソシ
ー、
あ
る
いは
砒
会
契約

一一購

撫

離

嬉

慧

【たので睾

.・農

轄

が

睨
い
た
「理
性
の圭
國
」は
、
ユ
ート

ピ
ア
の邸
冷
翼
坦し
褐
な
か
つた
。生

産
キ
漫を
し
た
が
つて
富
の私
的
独
占

と
、
生轟
の
砒
会化
は
、
そ
の矛
盾
を

面
本
中薩
吐
会
に
おい
て
拡大
濁艇
西

し
、
渦大
な
箋
力
は
蓮
に多
く
の
盆

困
を
生ん
た
。
貧
困の
耐
会
的現
象
形

態
で
齢
る標
々
の
耐会
的
病理
掌
飽
現

象
は
、資
本
の
独
占化
に
油
を注
が
れ

て
、
まず
く

天
期飽
病
候
を星
し
、

鱈
醜
飽
寂済
政
策
や、
思
想
をよ
そ
に

拡
大
して
ゆ
鬼

自由
で
革
騒な
個
人

が、
に
ない
孚
と
な
るべ
き
國家
権
刀

は
、
塵
薩財
の
独
占
喬た
ち
によ
つて

独占
さ
れ、
し
か
も
それ
は
必然
的
に

少数
番
の
手に
誕
中す
る
。
デ
モク
ラ

シー
の
萸名
の
下
に
、資
本
尿
のも
の

であ
る
階級
國
駅
が
出胚
上
る。

さ
て
、こ
の
よ
うな
所
へ
、検
察
官

が
、「一嗣百
戒
」
を
ひ
つさ
げて
弾
場

して
く
る。
間
胴
は
こ
の
一嗣百
戒
が

畑鰹
機講
欝
璽 癖

何
ε
い
う
て

科姻
も
基
礎
知
識

【理学
部
】数
掌
は医
掌
部
と
喘像
に

数
掌の
藩
礎的
概
念
の把
理
か
いか
に

必要
ー

であ
る
か
、衷
た
同
時
に匿

師囲
にわ
た
る知
臓
が今
優
の研
究
に

要請
さ
れ
る
こと
を
如実
に
示し
て
い

る
、物
理
の
一番
二番
は
現
象
面
にお

け
る猷
飽
考
究を
求
めて
い
る
が、
数

掌
の傾
向
と
同嬢
に
今後
の
自
然科
学

の
行方
を
鱈
示ず
る
も
ので
あ
る
、そ

の
点
化学
問
題は
む
し
ろ卒
凡で
、週

朗
表
の理
解
に
よる
各
原素
の
性質
は

係
年
出魍
さ
れ
てい
る
、動
物
櫨
物
の

問
魍
は、
從
聚
の曲
遮
型
式と
異
り
確

ノ

輿
な
知凶
を
検
査す
る
も
のと
い
え
よ

う
、
地
質鉱
物
等
もむ
し
ろそ
れ
で
あ

り
鵠
掌
に関
し
て
一晒
幣
詣
の
一謂
に

墨
き
る

【工
掌
部】
英
韻
に関
ず
る
か曹
り
多

少
阻
語
の難
解
な
のを
除
いて
卒
易
で

あ
つ
た
、独
劇
は
少し
骨
では
な
か
⊃

た
か
、
フ
ラン
ス
囲も
客易
で
あ
っ
た

数
字
は
曝用
数
享
の面
か
ら-
騨
隙
歎

学
理
解の
漁
用
が冥
際
面
にど
の程
既

摺用
出衆
ろ
か
をテ
ス
ト
ずる
愈
味で

瘤
当な
出
魍で
あ
る
、
物理
は
一番、

=
番
が漂
用
閑覧
地
か
ら
二番
、
四番

が
溝
礎鯉

地
から
、
か
」る
蔵味
で

革
凡

財̀
箆
、
基
礎
的
理解
に
遡く

匿
汎
な
噂用
力
を
セ

も
の
を
製舗

し
て
い
る
こと
が
劉
る

【農
学
部】
昨
年
と
課目
は
同
一で
あ

るが
、
動
物掌
は
昨
年と
蓮
って
司
威

鍵
があ
る
、化
学
の
一一番
な
ど
輿験
を

'や
つた
も
の
でな
い
と
は
つき
り
した

解
答は
不
司
能だ
つ
た
らう
、
詔
掌は

昨
頒よ
り
か
なの
・難
し
くな
つ
て
いる

し
英翻
の
一番
など
}般
教獲
に
乏し

い
人と
既
か
な人
と
を
弁別
す
る
に面

白
い出
題
で
あ
る

【医
学
部
】
ま
ず受
験
生
がド
ギ
モ
を

玖
が
れ陀
の
は釧
の
数
摯
の問
題
であ

せ
た人
が
多
いと
思
う、
盟
に
常髄
圏

と
片ず
け
ら
れる
問
題は
全
然
な
くb

今
後
の医
掌
がい
か
に
高匿
に
発
展し

組
織化
さ
れ
た知
識
を
要求
ず
る
かは

こ
れ
によ
つ
ても
ろ
取
ずけ
る
と恵
う

薬
掌
科の
問題
は
医
掌
科
と
異
りい

さ
、
か比
宙
が
異り
化
掌
、数
学
に雷

点
が
おか
れ
て
いる
便
檬だ
が
医
掌科

と
地
較し
て
準
凡で
容
易
であ
る
とだ

ず
る
。
し
かも
こ
の時
代
の
物質
的
●

経済
飽
体制
は
、
ス
ミス
や
、
ブイ
ジ

オ
クラ
ー
トに
表
現
ぜら
れ
る
ごと
く

國家
の
個人
飽
活
動
領城
へ
の
干渉
を

司
及
飽
に
紬少
ず
る
こと
を
要
求ず
る

図
譲
の
午
渉11
國
寒権
力
の
発
動を
、

そ
の
恣
意か
ら
守
り
、合
法
則
佑ず
る

こと
が
、
一般
に
法
の興
講
で
あ
つた

ここ
に
生
れた
の
が
、私
飽
自
治
の原

則
C
あ
つた
し
、
罪
刑法
定
峯
義
の原

則な
の
であ
つた
。
法"
國
民
の
蓼兇

はな
に
よ
りも
先
ず
國駅
を
支
配し
、

國
譲
の
本監
を
な
ず踏
力
に
く
つわ
を

か衷
ぜ
る
こと
に
あ
つた
。

ロ
+
い
引
曝⊃
で
な
い参

薩

いえ
よ
う、
題
ほ
ど
ち
象
建

て
、
一般國
民
か
ら面誕
的
存在
と
な

【つて
い
る。
そ
し
て宗
敢
や
道醒
閣
論

で
、
そ
の存
在
に
絶対
的
偵
値
を賦
與

せ
ら
れ
て
いる
。
除
は國
蹴
であ
り
、

國
王
の
蓼
思が
法
で
ある
と
いう
考
え

万
の
下
で
は、
刑
罰
欄
の発
動は
恣
琶

鮒
と
な
り
、刑
嗣
の租
類
は
か
ぎり
な

く
残
皓
とな
る。
こ
の
よ
う
な
傾
同

は
、
圃
家
・肚
会
の
原子
舗
的
粥威
爲

で
あ
る
個
人
の董
思
が、
國
家
擢力
の

根
源
C
あり
、
濁
制者
で
あ
ると
の思

想
に
正
面
から
矛
盾ず
るし
、
個人
の

人
格
性
の
紺対
性
が、
他
人
へ
の
みぜ

し
め
と
して
利
用
さ
れ
る点
に
お
い⊂

目
立
つ
新
鮮
さ

廿
四
年
馨
尖

入
試
短
評

瀕
猫で
あ
る
、
こ
こに
一溝な
ど
こう

し
た
比鮫
解
剖
学飽
見
地
から
の
出
題

が
い
か
に蟹
覗
され
て
い
る
か判
る
、

櫨
物
学は
ど
う
して
も
農
掌
をや
る
上

の
露
要
基礎
字
ごあ
る
だ
け常
腰
飽
な

間
題
e
は
める
が、
理
掌
郎
など
の
出

魍
と
は
傾向
を
鎚
にし
三
番
、四
播
な

ど
は
面
白い
問
幽で
は
な
か
ろう
炉
、

数
掌
問
駆は
穏
当
過曹
た
、
物瑠
、
化

掌
に
関
して
は
勃
哩の
出
題
はか
な
り

ヴ
ォ
リ
晶ー
ム
が
あ晶

遍
の仕
万
に

こ
と
によ
り
非
難さ
る
ぺ
きは
数
宰
か

そ
れと
も
こ
の
藁
を
発
ずる
常
臓で

る

あ
る
」と
い
う
風
変り
な
問
にた
い
し

答
は
まち
く

で
あ
つた
と
恩う
、
物

瑠
掌
の
間魑
で
面
臼い
の
は
こ
」に
出

咽
さ
れ
た知
隙
はす
べて
が現
代
医
掌

にと
り
樹硬
蒸
可
分
の関
廉
に
ある
も

のば
か
りで
あ
る
、
価掌
の
二番
な
ど

は
か
な
り潔
く
研
究し
た
人
でな
い
と

嚇
書
ずら
か
つ
た
と
思う
、
生
物掌
も

凝
つた出
■
で
、
モ
の昌
で
頭
を悩
巌

し
て
難解
な
躍
醗も
み
あた
ら
ず
しか

し
な
がら
蔑
礎
胞磁
交
の把
握
が
不十

分
な
らは
踊天
な
謬
に
い
たる
で
あ
ろ

う
(T
)

哩
近
代
花
の
問

交脚
題

に
集

印
す

◇
経
済
掌部

(窪

田
)
一番
の
ヨ

ー
ロッ
パ史
上
の
一八
四
八
年
の慮
義

と
い
え
は
フラ
ン
ス
の
二月
轟

ド

イッ
の
F
月軍
命
と
プ
ルジ
胃
ワ罠
圭

圭膣
革
売
が相
次
い
で起
つ
た
薙
であ

り、
一昨
年
の突
大
に
も出
■
され
た

が、
よ
く
理騨
さ
れ
てい
な
か
つた
と

いわ
れ
る
、今
か
ら
百
年㎜
に
争
ー
ロ

,
パで
行わ
れ
た
こ
とを
、
今わ
が
國
ら
ず
、
世
界観
の
問
題で
も
あり
、
類

では
至
上
命令
と
し
て塗
行
せね
ば
な
型
飽
な
把
握よ
n
も
現輿
的
な把
握
の

らな
い
の
であ
り
、
時寛
を
え
た問
駒

方が
大
切
だ

であ
つ
た
にも
か
」
わら
ず
、
問題
意

◇女
学
部

(悶
洋
史)
肖
代交
化
が

腰
の低
調
さ、
冥
証
飼
把擢
の
不足
が

い
か
にし
て
近代
文
化
の威
立
地盤
と

一八四
八
年
の歴
史
的
禮義
を
正し
く

な
つた
か
、
を現
象
面
から
の
み問
題

理
解ず
る
妨げ
に
な
つ
た
のだ
ろう
、

とず
ろな
り
糧
礁な
解
答と
な
る
よう

=
番
の問
題
もそ
れ
ぞ
れ現
代
的な
窟
な
問題
」
ル
ネ
ソサ
ン
ス
を推
し
慈
め

義
をも
つて
い
るか
「畏塑
研会
」を

兜
現異
の
力
を
無覗
し
ては
近
代
文化

吉
田内
賜
殖
鱒
し
て
長期
閥
議
会を

の
成立
を
奉
し
く把
握
し
えな
い
から

開
かず
に
贅
し
て
い瑳

と
と答
え

で
あ
る、
三
番
のデ
カ
誘
ヌ
ト
には

る迷
答
(?)
も
あ
つ
たと
か
「ポ
ロ
面
喉
った
人
が多
い
の
では
な
い〃
と

ニ
ア大
掌
」は
本
紙
=
四
号
の
学園

愚う
が
、
開
拓線
と
と
もに
い
わゆ
る

師
諭か
鹸
じた
團
後
であ
つた
から
、

「=
っの
世騨
」
の
発端
を
象
徴ず
る

眼
を通
し
て
いた
人
に
は滲
考
にな
つ
歴
史の
醐
念
碑と
し
て
面白
い
問題
だ

た
こと
だ
ゐ
う、(國
由5
期
せ
ず
して

つた
と
思
う

=
番
の問
題
は案
大
(麗)
の
そ
れ
と
◇
法掌
部

近
代
の問
題が
異
つ
た角

匿
か
らで
は
あ
つた
が
、
群、
交
両学

一致
して
い
た
が、
明
治
維新
改
輩劇

部
と
同じ
ょ
ろ
にと
り
あ
げら
れ
て
い

後
の
問題
と
現
代
の問
題
とは
圃
結
す

るこ
と
に共
通
の
問魍
雇識
をよ
み
と

る
も
ので
あ
り
、は
げ
し
い
論畢
を
慧

るこ
と
がで
雪
よ
う、
チ
ャ
ーチ
ス
ト

起
し
た
日本
沢
代化
の間
脳
が
同時
に
濯
勧
、
ケ
レ
ンス
キ
ーと
も
に
わが
國

出
さ
れ
た
こと
は
決し
て
偶
然
でな
い

の瑚
代
の
縦史
に
問
題
を輿
え
るも
の

(暫
掌
)
田観
の
間
瑚は
峙
代
と
とも

で
あ
るが
、
発麗
的
に
これ
ら
の
問閣

に新
し
く
とσ
あ
げ
られ
る
の
で
あ
る
を
瑚解
ず
る
必壇ハが
あ
ると
恵
ゑ
O
)

が
、
それ
は
掌間
の
方
法諭
にと
ど
塞

の
王
座
であ
ろう
。こ
の
窃
盗駆
の
荷
一ず
る
。
そし
て
一罰
白戒
を
革彊
せ
ね

罪
総
人
樋
雫
犯
寒
隙因
に
っ
いて
比

駆
をと
つ
てみ
る
と
、利
急
が杢
荊
法

犯
甲四
五
%、
蟹
岡那
七
一%
、貧
困

が
七七
%
、
浮浪
が
八
八%
、
習獅
が

六
九%
と
な
つて
い
る
(昭
和
十
七年

の

刑
事統
計
)
こ
の司
薩
省
の原
因
燃目

は
全く
ナ
ン
セ
ンス
で
ある
α
例
えぱ

窃
鈴罪
の
原
因
に利
慾
や脅
鞭
が
貧困

と
並
列し
て
あ
る。
今
はそ
れ
を
おく

と
して
、
賞
困
と浮
浪
が圧
倒
的
であ

る
こと
を知
る
。浮
浪
に基
く
犯
罪が

内
因
的な
装
紮
を含
む
こと
は
否
定出

策
な
いが
、
こ
の内
閃
性
を塑
調
す
る

欧
州
の交
献
は
、そ
の
例と
し
て
ジ
プ

シ
ー
等
をあ
げ
てい
る
。
ジプ
シ
ー
の

問
題
こ
そ、
冥
は戯
余
的な
否
賢
本
圭

競
的
な機
構
の
問題
で
あ
つて
、
こ
の

疑

点な
、
物
的な
基
礎
の上
に
、
ぱ

い
よ
う
せら
れ
た
内肉
性
では
な
か
ろ

う
か
。
輝在
の
わ
が國
な
ど
の淳
浪
は

、
職
災
啓で
あ
り
、生
業
脅な
ので
あ

る。
ず
れば
、
彼
等こ
そ
、貧
困
の
興

型
で
は
なか
ろ
う
か。
と
ま
れ窃
盗
罪

にあ
つ
ては
、
簸
も圏
機
的
に外
閑「

経
済
的
隙因
が
随
位
を占
め
る。
そ
し

て
こ
の
貧
困と
は
、冥
に
プ
ロ
レタ
リ

アー
ト
と西
藁
予
漏軍
の
口
性で
は
な

いか
。
と
いう
こ
と
は、
窃
盗
罪は
賢

本峯
巌
的
膝済
体
制
の矛
暦
の
表現
そ

の
もの
で
あ
る。
椴
察冒
は
、
籔
の輿

施
を監
野
し、
法
蓮
反
を摘
発
して
秩

序
を維
持
ぜん
と
ず
る
責本
隼
麗
國駅

の
國家
機
関で
あ
る
。
こ
の費
本
宅義

飽
疑済
俸
制
の矛
眉
目
体
から
、
犯罪

へ
と
狩り
立
て
られ
る
プ
ロレ
タ
リ
ア

ー
トに
対
し
て、
賢
本
主
義國
尿
は穣

察
冒
の名
に
お
いて
一罰
百戒
を
‡架

は
な
ら
ね
原
因
にづ
いて
は、
鉄
の

ごと
く
冷
淡で
あ
る。
理
舗
的な
時
代

儲膜
は
歴
史
飽な
本
質
を物
脳
る。
近

代
法治
國
は鵬
力
を
排
して
℃
理性
の

法
則
に從
う
もの
で
あ
つた
の
に、
一

罰
白
戒は
、
理性
を
排し
て
、
甲
世的

湧

に服
穿

る。
謬
は
窃
蔓
の

原
閃
の除
去
を
求
める
。デ
モ
ク
ラ
シ

雪
で
あろ
う
と
、封
翅
國
尿で
あ
ろ
う

と
、
國炎
形
態の
如
何
を
問わ
ず
、
そ

れ
が
崎級
支
配
の機
構
で
あ
る限
り
、

國
擬
の本
質
か
麟力
で
あ
るの
は
変
り

な
い
。
この
本
質が
続
く
限り
、
そ
れ

が
法
で
あろ
う
と
説理
で
渇
ろう
と
、

よ
ろ
い
の上
に
着
けら
れ
た偲
衣
に
ず

ぎ
ぬ
。
一週
百
飛
の悲
劇
的な
英
し
さ

泣
い
て
馬し
よ
く
を切
る
の人
惚
味
こ

の
盲
典
的な
意
膿は
現
代
に
おけ
る
賢

本
圭
縦
の本
盟
を
物脳
る
。

こ
れ
に対
し
て
柁格
の
画
陣性
は
、

ソ同
盟
に
おい
て
、輿
現
さ
れ
つつ
あ

る理
翻
であ
る
。
封
烈的
な
[劃
百
戒

と
肚
会
王
義的
な
性格
の
罐
性
を
健

至

け
る
賢本
護

腰
喧
薯

の

分
訴
で
自
己
の本
質
を郵
全
に露
鼻
ず

るで
あ
ろ
うが
、
隠看
に
ついて
は
、

い
ず
れ
機
会
を禰
た
時に
ゆ
ず
る。(驚

者
は
京
六
法学
部
助敦
撰
)

破
閂
ぎ
九
た
労
働
老
遽

厨
資
本
制
社
会
の
一断
面
皿

能

勢

克

こと
し
新
年号
の
本
紙
に、
ほ
く
は

「知注
への
不幅
賎

」と
いう
ミ
ダ

シ
で、
こ
の
た
たか
い
の
甲間
報
告
を

か
いた
。
シ
ガ
縣ゼ
ゼ
町
のシ
ガ
工
藁

労
動
組合
五
〇〇
人
の
労
働看
の
九
ケ

月
に
わた
る
た
、か
い
に
⊃
いて
、
ぼ

く
は
そ
の後
の
こと
を
楢
いて
、
ほ
く

の
報
告
のし
め
く
」り
を
つけ
た
い
。

O

O

シ
ガ
工贈
労
組
の賃
金
引
上け
要
求

のた
」
かい
は
、
おと
ど
し
一九
四
七

年
六
月
こ
=
五
〇円
ベー
ス賃
金
俸

系
が
そ
の優
の
物
衝ト
ー
キ
の廻
い
打

ち
に
よ
つて
、
た
えが
た
く
な
つた
た

めに
ひ
きお
こ
さ
れた
。
し
かし
一一年

た
つた
去年
一九
四
八箪
五
月
にも
な

おそ
れ
は
「=
五
〇円
に
ク
ギず
け
さ

れ
て
い
袴
そ
の
た
め六
月
の
た
、か

いは
二
一五〇
円
ペ
ース
か
ら
}廟
八

五四
Ω
固ベー
ス
へ
の引
上
げ
翼求
と

いう
願
発
圏な
か
た
ちを
と
ら
ざ
るを

えな
か
つ
た.
一躍
と
いう
が
、な
ぜ

}躍し
な
けれ
は
な
らな
か
つ
た
か。

た
えま
なし
の
物贋
の
値上
り
の下

で
、労
動
看
は蕾
し
み
なが
ら
も
、立

ち
上
るま
で
に十
分
力
ずよ
く
街
って

い
な
か
つた
か
らで
あ
るo

し
かし
去
年
六月
、
そ
れは
い
よ
い

よ
立
ち上
つ
た。
組
織
の
あ
らゆ
る
部

分
に
太
経験
に
よ
る爪
十分
さ
が
目
立

つ
て
いた
。
翼
金値
上
げ
、
首き
り
反

対
が
要
求目
櫟
で
あ
つた
。
会肚
は
し

か
し
工
腸
を閉
繊
して
他
へ
盟却
し
て

男

し
まう
か
も
し
れな
い
。
その
お
それ

が
十分
に
あ
つた
。
そ
ζ
で
工■
閉暇

また
工垣
劉
却
の禁
止
と、
労
勘
者が

そ
の塔
協
で
働
く
こと
を
妨げ
な
い
こ

と
を保
胚
ず
る仮
処
分
の
申立
を
や
つ

た
。
オー
ソ
地
方裁
劉
所
は
それ
を
認

め
た。そ

の日
か
ら
、資
本
尿
がわ
は
労働

看
と
はあ
え
て
畢わ
な
い
、
お㎝
だ
ち

は
勝
事
に
し
ろ
と
い
弓
職
輌
を
と
つ

た
。
窒
の
指
観も
せ
ず
、給
料
も
は

ら
わ
ず、
質
金
も
寂わ
さ
ず、
絵
協
の

は
な
しも
せ
ず
、
工場
に
は鎖
も
出
さ

な
い
。脚蛋
に
「相
季
に
せ
ず」
で
あ

る
。
ll
ほ
く
は
こご
ま
で
のと
こ
ろ

を
、
蘭圓
に
報
雄F
)た
は
ず
だ◎

O

O

電
て
現代
に
お
いて
、
賢
本
駅と
の

間
に
コ
ト
をか
ま
え
る
こと
は
、謡

霜
に
と
つて
ど
う
い
う
こと
を
慧味
ず

るだ
ろう
。ひ
と
は
それ
を
カ
ンタ
ン

に考
え
、
労資
の
紛
畢
はい
ま
の世
の

甲
にあ
り
ふ
れて
い
る
と
いう
.
けれ

ど
も
テツ
テ
イ的
に
愛
協な
し
の
た
」

か
いと
は
、
い
つた
い
ど
んな
こ
と
に

な
る
もの
で
あ
ろう
か
o
ー
シ
ガ
ェ

築
の
労働
蚤
た
ちは
、
そ
の
底に
つ
き

あ
た
つて
,
ほ
んと
う
の
た
」が
い
の

味
を
な
めた
。

ま
ず
銀行
は
、
あた
ま
か
ら彼
ら
に

窓
口
を
し
めて
、
こん
り
ん
ざい
資
金

のゆ
う
ずう
を
し
よう
と
し
な
い。
役

所
(闘
工省
)
は
喪
材配
論
のわ
の
あ

て
ク
ー
ポ
ンを
発
行し
て
く
れな
い
。

凄
た
製
品
(バ
カ
リ)
に
強
足を
や
つ

て
く
れ
な
い。
合
絡、
不
合
絡
の判
を

押
し
て
くれ
な
い
ので
あ
る
。し
た
が

つて
市
場
はそ
れ
を
麺
贔と
して
受
付

げな
い
。
した
が
つて
金
の
は
い
つて

く
るメ
ド
がな
い
●
世諭
に
う
つた
え

た
いと
愚
つて
も
、
い
まの
大新
聞
は

露
難
耀
謡
獲
加

な
にけ
わ
し
くて
も
、
労働
覆
の
味
方

と
して
立
ち
あ
ら
われ
る
こと
は
な

い
。
衷さ
に
こ
れは
、
資
本制
肚
会
の

甲
で
、賠
門
か
また
は
流
しも
の
に
あ

つ
た
よう
な
も
のだ
。
1
費
本
の
ネ

ラ
イは
こ
」で
あ
つて
労
働組
合
は
完

全
に
っき
はな
さ
れて
し
ま
つた
の

だ
。
よ
くい
わ
れ
るよ
う
に、
賢
案
家

と
労
働脅
の
聞
がら
が
「生箇
一家
」

で
、
親
子
み
た
い
な
も
の
だ
と
じた

ら
、
これ
は
カ
ンド
ウ
か
、
捨子
に
あ

た
る
が、
そ
の
劇提
が
ウ
ソで
あ
る
こ

と
は
、遺
幽
罪
とし
て
訴
え
るこ
と
が

で
き
な
い。
訴
えた
と
こ
ろで
ど
ん
な

役
所
が
、大
梁
に
対し
て
オ
ヤゴ
コロ

を
抽
ち
あわ
ぜ
て
い
るだ
う
ろー

O

O

鼻
ざ
る、
き
か
ぎ
る、
云
わざ
る
の

費
本
の
一猿
串
&
K対
し
て
は、
労
肋

者
の
方
から
何
か
手
を吊
し
て働
き
か

け
て
行
くほ
か
な
い。
さ
も
な
くば
、

モツ
レ
た
《は
モ
ソ
レで
い
る
あい
だ

は、
ま
だ
いい
こ
と
ぐ、
ブ
ッ
ソリ
と

切れ
て
し
まう
。
た
κ
かい
の
簡
日の

火も
洵
え
てし
黛
う
。
吻働
喬
の
も
つ

と
も着
し
いた
た
か
い
の峙
陶
Cあ
ろ

う。
宏
曾
有
のイ
ン
フ
レ下
、
蝋
攻入

名
目
で、
組
合碑
部
一四
名
にタ
イ
ホ

状
を
出
し苓

つず
い
て
労
動組
合
が

生
牽
の
事興
上
の
髄理
を
し
てい
る
こ

の朕
況
の下
で
、脚
却
さ
れ
た繭
晶
に

っい
て
窃盗
競
と
して
の
起訴
を
や
つ

て
策
た
。い
ま
や
こ
の労
働
楢た
ち
は

一一五
〇
万円
の
製
品
を凪
鳳
から
出
し

て
販
費
した
こ
と
に
よる
ぬ
ずぴ
と
で

あ
る
。
カ
ネメ
に
ずれ
ば
小
さく
な
い

な
か
な
かの
大
ド
ロポ
ウ
であ
る
e

こ
の
晴
(去
年
十
=月
四
日)
し
か

し
定
た
かい
撃
歳
の聴

幹
部を
ぬ
か

れ
た
組
合は
べ
チ
ヤ
ンコ
に
な
つた
だ

ろ
う
か
。そ
う
でな
い
。
彼ら
は
懸
伝

第
署
四條
に定
め
られ
た
拘
留理
由
の

開
示
を
求
める
幽立
を出
し
て、
裁
判

所
に
せ
ま
つた
。
七〇
年
の習
オー
ツ

裁
判
所
の
この
法
雄で
、
ロ
シ
ア畠
太

チ
事
件
に
おい
て
ニ
ソポ
ン
の司
酸
緬

の独
立
を守
る
たた
かい
が
たた
か
わ

れ
た
、
そ
のか
が
やけ
る
歴
史を
忘
れ

るも
のは
醗れ
だ
、と
さ
け
ふ
のは
被

告
乙な
♪た
労
働
楢で
あ
つ
て、
広
冠

齪ユ壽
エ賜
脚
町

人

物

語

ア
ン
ド
レ
・ジ
ー
ド
が、
フ
ラ
ンス
小
説
の十
六
揮
作と
し
て

「ボ
ヴ
ァ
リ
ー天
人
」
「パ
ル
ムの
像
匙

「胤
附
な関
係
」

簿と
共
に
、
謹嘆
し
、
愛読
せ
る
「町
人
物
語」
は
パ
Uの
小

市民
の
雑
襲と
結
婚
風俗
の
罪・辣な
岨
刺
描罪
で
あ
り
、卓
蟄

な
る
人
問
観
察
の妙
と桐
戻
つ
て読
酋
を
梨し
ま
せ
る。
本
邦

最
初
の
猷
出
で
ある
。

B6
嚢

二
六〇
貝
一七〇
円

哲

学

年

鑑

齢
論
瞳

髭
鵤

職
後
屠
想
界
の
展望
」批
劉。
務
台理
作
、
木村
蛯
康
、西
谷

啓
治
等八
氏
分
担執
蝕
。
霞誹
及
ぴ
説文
目
録
を附
ず
。

創元社 蕊喫匿駐蟹π

 

そ、
穣察
官
の
賢
本
竿轟
贈
本質
を
露

呈
ぜし
め
るも
の
な
のe
あ
る。
間
駈

を簡
踏
にず
る
た
め、
あ
り
ふ
れた
一

例
を
あ
げ
るこ
と
にず
る
。
刑
法各
則

は
糠
々
の
法益
(法
の
y協
か
ら保
謹

せん
と
して
い
Q生活
利
§

をさ
ま

ぐ
の
形
で保
頗
し
て
いる
が
、今
そ

の
中心
飽
な訟
釜
で
あ
る財
茜
に
つい

て考
え
ゐ。
こ
の
財
爾
を旧
接
罷
罰ず

る
犯罪
は
、彊
蓋
、
窃盗
、
酢
欺
、硬

領
等規
尼せ
られ
て
い
るが
、
こ
の
内

窃
盗件
敷
は
刑法
各
則
の
犯罪
中
、
犯

罪
人馳
数
Cは
第
二
位
、捜
査
件
数
で

は
鞠
一位
を
占
めて
い
の。
犯
罪
現
象

遷
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国
田

舎腎
ら
し
をし
て
い
ると
、

か
つた
。
甲野
凱
治
は僕
の
⑥
敵し
て

月の
簑

霧
み
なが
ら
;
の感

や叢

い
窪
で
あ
り
共琵

楚
。

渡
辺
一天
は僕
の
大
学
で敢
え
て
もら

じ
にと
ら
えら
れ
る
。鬼
物
席
の入
り

つた
先
宇
であ
り
、
先
生と
い
う冒
篇

や
矯氣
に
鳴
な
く
、あ
ち
ら
の
側ご

撃

に写
つて
い
る
驕
舞

そい

蔑
馨

欝
銚
で
な
し
に発
亨
る

数
少
い先
昏
の
一人
だ
。償
自
身
の勢

つ
を
こち
ら
は
ボ
ンヤ
リ見
途
つ
て
い

の
程を
忌
れ償
ひと
り
の部
屋
う
ち
の

ゐ
と
いつ
た
よう
な
廊
じ
にだ
。
田會

思
いを
表
白
すれ
は
、
甲野
端
治
、獲

麟
ら
しに
も
醤
い分
は
あり
、
そ
れは

急

攣

で
あ
つ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
辺

夫、
こ
れ
らは
と
も
糧
の
了

ク
ー
して
い
る
先行
ず
る
大
営な
移
在

う
。
し
かし
田
會暢
ら
し
の惣
し
さ
は

あ

攣
裏

確
撃
碧

めに
・
も
な
の
だ。

一つ
余分
の
卓
鵬
を必
興
とず
る
ら
し

去

年
の
禰
めあ
た
り
から
筑
塚

い
の
だ。
難
誌
な
ど號
む
ひ
まに
、
田
需
房
版
の
「中
野
軍治
選
廼
」と
「樂

曾尉
ら
し
の怯
鴇
を
キチ
ン
と擁
め
た
し
き
籍
談」
の
一建と
が
出
て
い
るo

いと
思
つて
い
て
、
その
く
せそ
れ
が
僕
ら
が
昔
注嫌
し
て
説み
と
ろ
う
とし

ぞ
の忍
し
さな
の
か
、「田
の
あな
た
の

た伏
字
を
超し
、
さ
ら
に拒
商
して
読

冨
温く
文
化
が庄
む
と人
の
いう
」
ー

みと
る
に
も
それ
か
爪可
能
な
ま
で
に

り
に
つい
あ
やか
つ
て、
伺
と
なし
に

切断
d
れ
て
いた
審
白
の箇
所
を
充た

本
屋の
盾
先を
の
ぞい
て
み
た
り
ず

して
だ
。
そ
れは
か
り
eは
な
い
。僕

る。
し
か
し
涙さ
し
ぐ
んご
隔
り
はし

ら
か諏
名
だ
け
を知
つ
て
いて
窯
物を

な
い。
バ
カ
にし
て
や
が
ると
照
う。

説
む
囲杣
窃
禍な
か
つ
た多
く
の
交
買

郷
請
を手
に
ず
る
こと
を
兇駅
ず
べ
き
も
の
つて
い
るo

.融慨
だ
と
勇
えた
く
な
るの
だ
。

僕
にと
つて
は、
m.野
黙治
が
説
め

し
かし
そ
ん
な
幅月
の
弊鶴
で
は
あ
る
と
い
う剛
ひ
だ
けで
は
なか
つ
た
●

る
が
、
=一月
号
の
「塾

が
甲
野
距
甲
野
班
治
の本
を
渡辺
先
牛
が襲
頓
ず

治
と
渡辺
一夫
の往
四遜
簡を
の
せ
て
る
。
こ
れが
儀
の
画ぴ
を
倍
にし
た
。

いる。
廣
には
こ
の爾
簡
は
あり
がた

償
は
胎代
だ
と
牒
つた
。
個
陛は
出
会

う。
そ
し
て個
性
は
ずで
に
出
会
つて

いた
の
だ
と
艇は
こ
の
作擬
と
こ
の瞠

嶺
の
つな
が
り
に
つい
てた
く
さ
ん
の

想隙
を
め
ぐ
らし
た
。
こ
の醐
人
と
こ

の
文学
膚
、
二人
は
佳
事
の分
野
を異

に
して
い
る
が、
と
も
に
暴
の
本
坐

の
慧味
で
の
憾
襯嶺
だ
。
この
第
一級

の
共誕
覚
n
と
この
第
一級
の大
学敬

授
、
=人
は
世代
と
出
身
学按
を
同じ

く
k
と
も
に
坦代
稀
な
ユ
マ
ニス
ト

で
あ
り文
明
批
群聚
だ
。
=人
は
、
お

互
い
が
お
互い
を理
解
し
、趣
趣
し
、

い
た
わ
のさ
え
し
てい
る
o
それ
は
ど

のよ
う
な深
ざ
に
おい
て
、
と僕
は
こ

P
6覧壱
3

一r、
置一階

学
牛
諸
君
に
告
ぐ

先号
本
紙
一一面蟹
告
欄
に潤
示
した
掌

生
会館
々
生
募
郁は
そ
の後
の
幹
衡委

員
会
の会
合
に
より
亘
刀週
会
餌
・閑

山
会韻
と
も
に
寡禦
は
同
時に
行
うが

鈴
衡
は同
日
同
一据
所
に
て別
逮
に行

う
こ
と
に決
是
し
た

ぴ
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「わ
た
しは
あ
な
た
の手
に
わた
し
の

手
を
輿
ねま
す
o
そ
こで
、
わた
し
は

あ
な
た
の交
藁
の
なか
の
仮
定法
に
つ

い
て
欝
きた
い
と
思
いま
す。
あ
な
た

の甲
で
、
ベシ
ミ
ス
ムス
が仮
定
蔽
に

むす
ぴ
つい
て
い
はせ
ぬ
か
とい
う
こ

と
に
つ
いて
で
ず
。
わた
し
は
それ
な

ら
ば
そ
れは
文
法
鮒で
な
か
ろう
と
唱

え
る
の
でず
」

中

野
薗
治
と
疲辺
一夫
の隅
御

の協
同
作
箪。
僕
は
こ
れを
出
会い
と

解ず
る
。
そし
て
こ
の
出会
い、
こ
の

協
同作
黎
に
おい
て
、
中野
氏
から
渡

辺
先生
に
対し
て
発
せ
られ
る
「手
紙
」

あ
るい
は
「批騨
」
は
い
つの
腸
合で

も
右
に引
用
した
曽粥
の包
菖
し
てい

ろ
も
の
に向
つで
加
甲
ず
るの
ご
はな

い
か
と思
う
。
渡辺
一夫
とい
う
存
在

の
な
か
に僕
ら
か学
隈
う
とし
て
い
る

の
は
ま
さに
こ
の
もの
な
のだ
。
中
野

氏
は
「戯く
と
す
れは
謂文
を甫
か
ね

ぱ
な
り
漢せ
ん
か
ら、
そ
れは
ま
た
の

こ
と
と
して
」
と
"い
て
い
るが
、
度

ら
は
せ
の
繭交
を
せひ
瀞
い
てい
た
だ

きた
い
と
切朗
す
るo
渡
辺
一央
と
い

う理
代
日
本
の代夷
鮒な
ユマ
ニス
ト

を最
高
巌
に理
態
ず
るた
め
に
は、
甲

野
謹
治
の力
が
今
こ
そ必
饗
であ
る
か

亀

。
さ
ら
に、
こ
の
出会
い
に
おい
て
儲

ら
は
翼
に雷
要
な
欝第
を
見
るこ
と
が

で
き
る
。
甲野
比
の建

だ。

「わ
た
し
自身
は
べシ
ミ
ス
テ
ィ,
ク

な
人
間
の
一人
です
o
こ
う
幽く
わ
た

しを
あ
な
たが
笑
わ
ぬだ
ろ
う
とわ
た

しは
思
い
衷ず
。し
か
し
わ
たし
は
「懸

命な
努
力
」は
恨
本
飽
にオ
ブ
テ
ィミ

ス
テf
ッ
クな
も
の
だと
思
い
まず
」

渡

翔先
生
の
よう
な
桐
手
を禍

た
のC
、
叩野
氏
の
こ
の"
薦
は
出る

のだ
。
そ
して
告
げ
る
酋と
聞
く
雷の

こ
のよ
う
な
関供
に
お
いて
の
み、
こ

の
大き
な
薦
賭
は安
定
ず
るの
だ
。同

じ
難誌
の
「展望
欄
」
で臼
#
t目鞠と

い
う人
が
、
甲野
氏
の
こ
の讐
貼
を
醜

ん
で
「隈
が
さ
め
る融
いだ
つた
」と

醤
い
て
い
る
が、
し
か.し
そ
れ
はど

ん
な
風
に齪
の
ざ
めろ
思
いだ
つた
の

か
。
さ
らに
日
井君
と
い
う人
は
「敏

暇
な
仮
【11
甲
野
氏】
は
久
の
亀紙
e

この
べ
、〉ミ
ス
ト
を敬
回
した
」と
も

笛
い
ー」い
るが
、
こ
のあ
だ
の
の事
屑

をそ
ん
な風
に
窟
味
あり
げ
に、
あ
る

いは
シ
タ
リ函
に
片
ずけ
て
、
それ
で

ず
む
も
の
だ
ろう
か
o

甲
野
里治
π
お
け
るペ
シ
ミス
テ
づ

,ク
なも
の。
し
か
し
償
は懸
命
な

努
力
は
根本
的
に
オプ
テ
ィ
ミス
テ
ィ

,ク
な
も
のだ
と
麹
冠ず
る
甲野
氏
の

胃
葉
を
披
きに
して
そ
れ
を溺
え
て
は

な
ら
ぬ
と思
う
。
初朗
の
翻
以來
の
甲

蟹
氏
の
泥品
、
こ
と
に職
後
の侮
島
、

こと
に
「五勺
の
酒
」そ
し
て
短い
文

鷺だ
が
三
月
二土
ハ日の
ア
カ
ハタ
に

出て
い
る
「熊
本
の
饗会
と
い
う話
」

など
o
lー
僕
ら
は
中野
氏
が
「こ
う

鱗く
わ
たし
をあ
な
たが
笑
わ
露だ
ろ

うと
思
い
漢ず
」
と
渡辺
先
生
に告
げ

て
いる
所
で、
ピタ
リと
yち
ど
衷る

べ
きだ
ハ
う。
そ
れは
簡阻
に
「眼
の

さ
め
ろ融
い
」な
ど
の
形
容で
す
漢ぜ

る
鴨
いe
は
な
いの
だ
。
現藩

の民

キ
⊥T窪
動
に
健郡
ず
る
者
にと
って

一

中
野
β治
の
冒
集は
無
限
に大
き
な
指

諺
蘇
錨
騨
職鶴
塑

よ
る
一回き
り
の訳
み
で
終
つて
は
残

念
だ
。
交明
批
訊
の名
に
お
いて
、
こ

の
二
つ
の秤
騨
の
出会
い
は
なお
恥
加

逮
度
に
姥行
ず
ぺ
冑だ
ろ
う
。随
は
そ

れ
を
嬰
峯
9る
と
皮
ぐい
い
たい
氣
梼

にい
る
のだ
●
{璽
議
新
日本
交
掌

会員
)

の
田含
糾
ら
し
にあ
つ
て
も手
に
ず
る

こ
と
ので
き
る
「選
綴
」と
「籍
談
」

と
の
澗潤
な
装
頓を
眺
め
なが
ら
想
臓

し
た。
だ
か
ら
「往
覆
噸簡
」
は
何
を

爬
い
ても
説
家
ねば
な
ら
ぬも
の
だ
つ

た
の
だ。

往

拠
嵩

を醜
ん
で、
し
か
し

農
は
自分
の
融
いち
が
い
して
い
環

知
b
な
か
つた
一
つ
の
疑
を
知
つ

た
o
甲野
氏
と
渡
辺先
牛
と
は、
こ
の

手
紙
の
やり
と
り
され
た
時
朗
にお
い

て
も
、
まだ
一匿
も対
額
の
磯曲
が
な

か
つた
。対
歌
の機
倉
は
なか
つた
し、

この
半
紙
のや
り
と
0
にし
ろ、
も
と

は本
臣
の企
幽
か
ら
賦
吏
つた
。さ
ら

に嘆
の
綴

の勤
機
にな
った
装積
の

こと
も
、
中野
域
か
ら
の希
盟
ガ
も
」

て、
そ
れ
を
本陽
が
汲
辺
先牛
に
取次

ぎ、
そ
の
後
「.人
の
間
には
そ
の
こと

に
っい
て
圓
擬
の交
捗
はな
か
つ
た。

僕
とし
て
は
、
こ
の嘱
輿
は全
く
意
外

だ
つ
た。

し
かし
な
か
無
捗御
階
簡
」に
よ
れ

は
隊
い
ちか
い
は
漢
一入
eは
な
い
。

「私
の友
蓬
は
恥ど
盆
部、私
が大
昇
に

親
し
く
さ
せて
い
た
ヒい
て
ゐ
るも
の

と
ざめ
こん
ご
い
まず
鼠
渡
辺
先等

「私
があ
な
た
にま
だ
会
つて
い
な
い

の
だ
と
いう
と
、
へえ
ー
と
いう
よ
う

な
こ
と
をい
う
も
のが
私
の
知り
あ
い

に
も
大分
あ
る
こと
を
回雄俊
に霞
き
そ

え
ま
ず
」
(中
野
炭)

そ
こ
で簾
は
廣
の思
い
ち
が
いに
自

儒
を
持
つて
よ
い
と
嬰
ノ。
中野
盟治

と
涯
辺
一天
と
の
出会
い
に
っ
いて
、

=人
の
周り
の
人
で々
さ
え
それ
を
当

然の
も
のと
見
て
い
るの
だ
o
鰍
に本

の作
汚
と喚
頓
者
と
の関
係
だ
け
にと

ど
豪
bな
い。.ζ
の
=
つの
階紳
は
最

も内
需
舷、
最
も
恨
原飽
な
踊
所
にお

いて
緊
冶
に
つな
が
ゐも
の
だ
と断
足

して
い
る
のだ
。

こ
の思
い
ちが
い
∀あ
る
い
は
ざ
め

こ
みは
、
し
かし
全
く
正当
だ
つ
た
の

だ
o公
開
さ
れ
ゐこ
と
を魂
挺
とず
る

最
剤
の交
配な
のだ
が
、
二人
の
坦象

面
く
のこ
の
実
際の
出
負
いは
、
出
会

つ
た
と
み
り辰
に、
た
ち
まち
僕
ら
が

そ
れ
と隙
い
ち
が
いし
ぎ
めζ
ん
e
い

た
一本
の緑
上
に
r、著
ず
る。
中
野
氏

は
窃
く
。将
に
=
つ
の交
童
に
つい
て

の
胃
彙
と
」幽
比
は
いう
が、
お
そ
ら

く護
辺
先
塵
の仕
出
の納
体
に
つい
て

の批
齢
の
種葉
を
だ
。

e
突
族
を
か
か
え
た
肉
0
0
人
り
労
馳

者
は
、
ど
ん
な

に
シ
ン
ボ
ゥ
唄
く
で
も

イ
ッ
だ
つ
て
研
る
し
、
ダ
レ
で
聚
5
し

シ
オ
レ
で
巫
、る
。
紺
臓
に
対
ず
る
一
覧

の
切
崩
し
や
、
ス
パ
イ
、
ま
た
抗
勢
か

し
宮
り
に
活
動
し
昂
ず
の
も
こ
の
時
期

た
ろ
う
。

ス
バ
イ
に
孕

る
盃
固
か
ひ
ら
か
れ

た
機
会
に
カ
ー
ソ
漿

脚
は
、
躍
光
石

火
的
に
墾
力
行
馬
取
鮪

仏
電
畷
と
い
う

をか
ぶ
つ
た判
膨
で
な
いと
いう
こ
と

は、
何
と
いう
ソ
ソギな
こ
と
だ
つた

う死

O

O

ζ
もか
く
女
配湘臓
敵は、
ほ
と
んど

ア
ワ
プフ
タ
め
いて
、
彼ら
の
拘
留を

卿
い
たo
幹
部
全
鮎を
奪
いか
況
した

組
合
の
童
魚
は
あ
がり
、
金も
賢
材
も

一な
い
瀦機
の
よ
うな
工腸
の
甲で
、再

び
表
国
畢
の
ス
ロー
ガ
ン
がい
き
お

い
よ
く
さ
け
ば
れた
。

い
つ
さ
い
の
ブ
ルジ
日ワ
飽勢
力
か

ら
、
晃
全
に屍
は
獄
され
、
い
わば
今

の賢
本
制
陛
.か
ら
担放
δ
れ
だ五
〇

〇人
の
労
働
宿か
、
そ
の職
燭
と
生活

凹を
守
つて
牛
音
て
行
く
か
、
ど
う
か

ζ

い奎
8
人
の
襲

だ
け
の

問
題
でな
く
な
つた
。
と
いう
の
は
日

踏
遡
と
いう
プ
ルジ
・ワ
の全
ニッ
ポ

ン的
な
樋の
つ
な
がり
も
、
この
シ
ガ

工
簗
の雲
議
を
めぐ
つて
、ど
う
で
も

こう
で
も勝
た
な
けれ
ぱ
な
らぬ
と
考

え
て
い
る●
西
別
、全
日
機
も
まπ
、

ゴ
リ

ぼ
の

面

遡鍛
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皿
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男

の
世

界
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」
・
フ
オー
ド
とF
●キ
ャプ
ラの

作
品
を
二
=本
ず
つ界
な
け
れば
そ
の

年
は
ア
メ
リカ
映
唾
を兜
た
氣が
し
な

い。
一年
偲交
翫
に
一本
ず
つ譜
ス
つ

て
渠
る
の
ごは
淋
し
い、
今
まで
の
ア

メリ
カ
映頃
は
こ
の
調子
で
全く
低
劇

だ
つた
。
セ
ント
ラ
ル
にも
、今
年
は

郵
幽
対
濫
の
03
宰
のみ
な
らず
。
洋

面
の
甲
で
各
國間
に
乾
ずる
激
烈な
競

學
♂そ
な
え
てゆ
埼
な作
品
を
用慧
し
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ド
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羅
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勢
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作
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瞥
面
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代
の
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感
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帥
画
の
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